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施工のポイント 設計コンセプト

先組み、ユニット化で災害リスク低減

庁舎にふさわしい端正なデザイン
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成田空港事務所庁舎　完成
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庁舎内部

南西面外観

エントランスホール・ロビー

■工事名称：成田国際空港庁舎（管理棟）新築工事
■工事場所：千葉県成田市古込前
■建　築　主：国土交通省東京航空局
■構　　造：ＰＣａＰＣ一部Ｓ造
■階　　数：地上７階
■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■設　　計：株式会社松田平田設計
■監　　理：株式会社千都建築設計事務所
■施　　工：戸田建設株式会社千葉支店
■工　　期：年３月日～年５月日

　空港事務所庁舎は、地震災害時でも被害を最小限にとどめた
上で、継続的な運営を行う必要があります。耐震性等を高める
ために庁舎の建替工事を行うこととなりましたが、旧庁舎や管
制塔の機能を維持しつつ限られたスペースで施工を行う必要が
ありました。そのため工事フェーズを２期に分け、仮設庁舎を
利用することで、施設利用者動線や各施工動線を十分に考慮し
た安全かつ合理的な計画としました。

　平面計画は、部門ごとに集約された構成として、縦動線や水
回り等のコアを建物の中心に配置することで利便性の向上を目
指しました。また、北駐車場側に施設機器搬出入可能な避難バ
ルコニーを設置し、設備縦シャフトを各スパン事に配置するこ
とで、法的要件をクリアしつつ機能停止なしに容易に機器更新
等が可能となる計画としました。
　外観計画は、所要の耐震性能と躯体精度を確保するプレキャ
ストプレストレストコンクリート（ＰＣａＰＣ）造の柱と梁を
そのまま現し、庁舎にふさわしい端正なデザインとしました。
　環境配慮設計としては、太陽光発電パネルの採用、ＰＣａＰ
Ｃ造の高強度材料による部材断面の削減と現場作業の軽減、開
口部の少ない諸室を東西に配置し熱負荷を低減、夏季の日射を
遮るためにサッシ面を外壁面から下げる等の計画としました。
　株式会社松田平田設計

総合設計室　建築設計部　主任　奥平建人

　成田空港が稼働している中での工事のため、何よりも空
港施設の運用に影響を与えないことが、現場運営の最重要
ポイントでした。管制塔や仮設庁舎、空港庁舎などに隣接
し、既存建物（運用棟）との接続工事を進める必要があり、
施設運営を優先した工事計画を立案、実施するとともに、
施設関係者とのコミュニケーション不足による思い違いな
どが生じないように、打ち合わせや調整を行いました。特
に着工時には、空港管理ビル解体撤去工事（他社施工）と
隣接しながら、一つの工事用搬出入ゲートを共用する必要
があり、工事契約後すぐに定期的に工事関係者間で打ち合
わせして問題を共有・解決したことで、スムーズに工事を
開始することができました。

　施工にあたっては、主構造であるプレキャストプレスト
レストコンクリート（ＰＣａＰＣ）構造に外殻ＰＣａ大梁
・在来ＲＣ大梁、鉄骨大梁などの異種構造が取り合うこと
から、施工手順や接合部の納まりや仮設支保工・足場など
の綿密な計画が必要で、地上躯体工事のサイクル工程が施
工計画上の重要検討課題でした。この検討にＢＩＭを活用
し、日割りステップ図による工程や安全施設、作業性など
立体的にいろいろな角度から検証することで、問題解決を
図りました。
　安全面では、可能な限り先組み、ユニット化を行い、高
所作業や揚重回数を減らすことで災害発生リスクの低減を
図りました。また職長会を中心として働きやすく安全な作
業環境をつくり、社員・職長・協力会社で一体となって安
全に取り組んだ結果、災害ゼロを達成しました。
　工事期間中、現場で働く作業員の家族を呼んで現場見学
会を実施しました。ものづくりを体験したり、父親の仕事
場を見たりすることで建設業に興味を持ってもらえるよう
にとの思いからです。事前準備は大変でしたが、多くの方々
の協力もあって実現でき、喜ぶ家族やプロジェクトに参加
された方々の笑顔にはとても癒やされました。

戸田建設株式会社　千葉支店　所長　片岡　将弘

　国土交通省東京航空局成田空港事務所は、成田空港が開港する直前の（昭和
）年月日、当時の新東京国際空港公団（現成田国際空港株式会社）や気象庁
等が入居する「空港管理ビル」で業務を開始し、今日まで同ビルで業務を行ってき
ました。竣工から年以上が経過し、老朽化対策や耐震性確保等の観点から、新た
な空港事務所庁舎を建設することとなりました。
　航空管制等の中枢機能を担う空港事務所庁舎は、地震等の自然災害時においても、
その被害を最小化して機能を維持するとともに、防災拠点としての役割も果たして
いく必要があります。そのため、今回の空港事務所庁舎建設は、高い耐震性と安全
性が求められるとともに、航空ネットワーク全体の防災の観点から必要な機能を備
えるものとなっています。
　成田空港事務所では、主に航空保安業務として、①空港に離着陸する航空機に対
し離着陸の順序等を指示する管制業務②飛行計画の審査および運航監視を行う運航
情報業務③洋上を航行する航空機に対し管制情報伝達等の中継を行う管制通信業務
④航空保安無線施設の維持管理等を行う管制技術業務⑤無線施設の発電設備等の保
守や管制施設等に電力供給を行う交通管制機械業務および航空灯火電気施設業務を
行っています。さらに、落下物対策としての機体チェックや、航空への関心を高め
ていただくため設けられた「空の日」「空の旬間」記念事業を、空港関連企業等と
協力して実施しています。
　成田国際空港は、開港から約半世紀を経て、日本の玄関口として、わが国の産業、
観光振興、経済発展に不可欠な国際ハブ空港との立場を確固としてきました。
　足元ではコロナ禍からのＶ字回復が目指され、また、長期的には、経済のさらな
る国際化等により、国境を越えた投資・往来の増加が想定されている中で、世界規
模で激化する国際競争に打ち勝っていくためには、今後増大する世界の航空需要を
わが国にしっかり取り込んでいく必要があります。
　これらに対応すべく、成田国際空港では現在、Ｂ滑走路の延伸、Ｃ滑走路の新設
等さらなる機能強化に向けた取り組みが行われています。また、「新しい成田空港」
構想についても、具体化・深度化が行われているところです。これらを着実に進め、
成田国際空港本来の役割・使命を果たしていくことにより、世界最高水準の航空輸
送サービスを提供し、わが国の国際競争力の強化や持続的な成長、さらには周辺地
域の発展につながっていくことを大いに期待しています。
　成田空港事務所では今月から新庁舎での業務を開始しますが、今後とも安全を最
優先としつつ、空港の機能強化実現に向けて空港関係者と連携して業務を遂行して
まいります。

南面外観


